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新規実施項目に関するお知らせ 
 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。 

このたび、新たに受託を開始いたしました「ROS1 融合遺伝子

定性」における検体ご提出に関する留意点ならびに検査結果に関

する補足事項をご案内させて頂きます。 

弊社におきましては、皆様のご要望に幅広くお応えすべく研鑚

を重ねてまいりますので、今後とも引き続きお引き立てのほど、

よろしくお願い申し上げます。 

 

敬白 

記 

■ 留意事項  

１、適切な提出検体（検査材料）選択について 

  「ROS１融合遺伝子定性」検査は様々な検体で測定可能ですが、 
正しい検査結果を得る為に測定対象が RNA であることを充分にご理解 
頂きご提出ください。（RNA は検体採取後より分解し始めます） 

 
２、適切な提出検体の確認について 
  ご提出前に必ず、腫瘍細胞の確認をお願いいたします。 

腫瘍細胞が含まれない、または、含有率が非常に低いことは、偽陰性の 
結果となる主な原因となりますのでご留意ください。 
 

本検査では、RNA の推奨濃度（50～800ng/μL）が設定されています。推奨 

濃度を満たさない要因としては、RNA の量不足、分解などが考えられます。 

 

詳細は日本肺癌学会「肺癌患者における ROS1 融合遺伝子検査の手引き」を 

ご参照ください。 

  URL：https://www.haigan.gr.jp/uploads/photos/1398.pdf 

 

 

 

 



■各検査材料毎の取り扱い方法 

 

 
日本肺癌学会「肺癌患者における ROS1 融合遺伝子検査の手引き」 第 1.0 版より改編 抜粋 

 

■検査結果に関する補足事項について 

１．「陰性」結果について 

 検査結果「陰性」は、ROS1 融合遺伝子の存在を否定するものではございません。 

 

2. 「判定不能」結果について 

reference gene（参照遺伝子）の反応が基準を満たさなかった場合は、検査結果

「判定不能」となります。 

その際には、下記コメントを併せてご報告いたします。 

「内部コントロールが基準を満たしませんでした」 

「RNA の量的または質的不良が要因と考えられます」 

 

 


